
令和５年度 
管内景気動向調査報告 

【第4四半期：令和6年1月～3月】

高山西商工会
経営発達支援事業



調査概要

調査目的：管内小規模事業者の景気動向等を収集・周知することで、地域経済の動向

調査目的：把握並びに将来予測、それらを踏まえた事業活動に役立てていただく。

調査対象：高山西商工会管内の小規模事業者　１５事業者

調査目的：【内訳】製造業：３、建設業：２、小売業：４、サービス業：６

調査時期：令和６年３月

調査方法：経営指導員等が巡回・窓口相談時に調査票を用いて調査を実施

調査内容：売上高、仕入単価、客単価、客数、採算、資金繰り、従業員数、

調査内容：業界の景気状況、設備投資の有無　等
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業種
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製造業 3

建設業 2

小売・卸売業 4

サービス業 6



売上高：前年同時期（R5年1～3月）と比べて
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6.7％

6.7％



仕入単価：前年同時期（R5年1～3月）に比べて
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6.7％



客単価：前年同時期（R5年1～3月）に比べて
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6.7％



客数：前年同時期（R5年1～3月）に比べて
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6.7％



採算：前年同時期（R5年1～3月）に比べて
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6.7％



資金繰り：前年同時期（R5年1～3月）と比べて
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6.7％

6.7％



従業員数：前年同時期（R5年1～3月）と比べて
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6.7％



業界の景気状況：前年同時期（R5年1～3月）と比べて
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景気判断の背景についてのコメント
【好転傾向】

● 昨年はコロナの影響で悪かったが、今年は良くなっている。（飲食サービス業）

● 物価高により仕入れ額が増えたが、宿泊者数も増加した。（宿泊サービス業）

【悪化傾向】

● 注文数が減少し売上が減少している。仕入単価が前年と比べ４割ほど増加しているものもあり、

原価が増加し厳しい状況。（木製品製造業）

● 天候不変の影響も関係していると思う。（食品製造業）

● 3年前からの資材高騰が落ち着いたと思いきや、夏ごろから値上げの動きがある。今年に入って

新築物件の減少を感じる。（建設業）

● 業界全体が4月以降の動きを様子見している状況。工事案件の減少で価格競争に繋がらないこと

を願う。（建設業）

● 消費税の中間納付、機械の修理等が重なり費用がかさんだ。（生活関連サービス業）
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今期（R6年1～3月）の景気状況
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6.7％



今期（R6年1～3月）の採算（利益）
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今期（R6年1～3月）の従業員数
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6.7％



景気状況：来期（R6年4～6月）の見通し
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6.7％



採算（利益）：来期（R6年4～6月）の見通し
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6.7％



従業員数：来期（R6年4～6月）の見通し
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6.7％



今期（R6年1～3月）の設備投資の有無
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6.7％



今期（R6年1～3月）実施した設備投資の内容

・中古加工設備（建設業）

・検査用コンピューター（小売業）
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来期（R6年4～6月）の設備投資の計画の有無
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来期（R6年4～6月）に計画している設備投資の内容

・プラズマ切断機（建設業）
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自由記入欄へのコメント

● 電子取引データ保存について再度説明を受けたい（木製品製造業）
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